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1.はじめに
20万分の 1地質図幅「宮津」地域は地質調査総合センター及びその前身の地

質調査所が対象となる地域の地質編纂に基づき作成する 20万分の 1地質図幅の一

つであり，昭和 43(1968)年発行の第 1版（黒田， 1968)を改訂した第 2版に当たる．

既存の文献・資料・報告を収集・検討すると共に必要に応じて現地調査・試料分

析を実施（平成 28～令和元年度）し，これらの成果に基づいて地質図を編纂（令

和2~3年度）した．

（中江訓）

2. 地形及び活構造
わかさ たんご

「宮津」地域は若狭湾とその南の丹後半島（丹後山地）・丼疲山地（丹波高地）

及び爵巌山地からなり，北東端には籍箭海岸の一部が見られる．

丹後半島は北西に傾斜する傾動地塊山地の形態を持つ．丹波山地は顕著な定

高性を持つが，山稜部に小起伏面は認め難い．野坂山地も定高性を示すが山頂

部に小規模な小起伏面が見られ，南北性の断層谷によって分断された地塁群と
やまだ

なっている．これらの山地は山田・倫町・三芳の各断眉によって画される．熊

川断層と三方断層に挟まれた丹波山地北東端の「竺繕三角地」（吉川， 195且
は欅造的な低地であり，首未＿丹生断層・三方断層ならびに海底活断層である甲

桑城断層など活動度の高い逆断層が密に分布する．その西側では，若狭湾の海底

と丹波山地・丹後山地に横ずれ断層が分布するが，それらの活動度は近畿三角
ごうむら なかや●

地帯西縁の断層群と比較して低い．丹後半島の郷村断層・中山断層や丹波山地

の他籐断屑では変位地形が不明瞭であるが，これは活断屈として活動を開始し

てからの経過時間が短く総変位量も小さいことを反映している（岡田， 2002)

と考えられる．

若狭湾は，丹後半島先端の諄；岬から越前岬を結んだ湾□で日本海から区分

された海域を指す．湾内には棄白・笑桶・内桶・矢蔦・肉外海・構釉などの半

島が突出し，その間に大小幾つかの内湾が見られる．若狭湾岸部の海底には南北

幅20kmに亘り水深 120~ 130 m以浅の大陸棚が分布し，大陸棚の沖に当たる

湾口部には水深 200~300 m の若狭縁辺台地と呼ばれる平坦面が広がる大陸

棚と若狭縁辺台地の境界付近には海底下の活断屑が存在し，両者間の海底崖は

構造性の地形と考えられる．若狭湾岸の大部分は典型的なリアス海岸であり，

沖積低地は河口付近の狭い範囲に細長く分布する．海成段丘は三遠三角地と若

狭湾西部の沿岸域には見られないが，その他の海岸沿いには後期更新世の海成

段丘面群が発達する．屈注盆地北西部と菰知缶盆地・贔蔀盆地周辺などには，

中期更新世の河成段丘面が発達する．

（小松原琢）

3. 地質

3.1概要

「宮津」地域には，オルドビス紀～ジュラ紀の沈み込みに関連して形成された

古期基盤岩類，白亜紀後半～古第三紀前半の弧火成活動によって貰入・噴出し

た火成岩類，新第三紀の日本海拡大に伴って噴出・堆積した火山岩類・堆積岩類，

ならびに第四紀の海成～陸成堆積層が分布する．これらは，対象とする地質体

群ごとの特有な体系に基づいた区夜がなされている，つまり，古期基盤岩類は

地体構造区分として芙注〗帯·鼻鶴帯·籍丹疲帯・丹波帯に識別され（第 1 図），
火成岩類は火成岩石区として缶蔭帯に属し，火山岩類・堆積岩類は山陰—北陸区
として区分されている

3.2大江山帯

3.2.1大江山超苦鉄質岩類（大江山オフィオライト）
翌ぐん

近畿地方北部において，最も内側を占める超苦鉄質岩類は二郡変成帯内の大規模

岩体として扱われてきたが，三郡ー蓮塩帯変成岩類に衝上し，またこれより著しく古い

ことが判ってきた (Ishiwatariand Hayasaka, 1992 ; Tsujimori and Itaya, 1999). 

超苦鉄質岩類は，蛇紋岩化したマントルかんらん岩を主体とし苦鉄質貰入岩を伴

い，背弧盆内または初期島弧的な環境で生成されたオフィオライトを構成してい

たその後分断化されながらもオフィオライト層序を保持している (Kurokawa,
おおえやま

1985)ため r大江山オフィオライト」として識別され，一つの地体構造区分単元

として「大伍阜帯」（磯崎・丸山， 1991; Isozaki et al., 2010)が提唱された．

福知山市大江地区の大江山岩体（猪木・黒田，』1p悟；黒川， 1970は「祠尋超塩

基性岩体」と呼んだ）は，ペルム系砕屑岩類（下見谷層）に衝上する． この衝上

断層は麗性寺付近の河守鉱山内で観察された（黒｝"・ 1970) ことから，佛性寺断

眉と呼ぶことにする単斜輝石斑れい岩 (Og) とドレライト (Od)からなる苦鉄

質岩に貰入される超苦鉄質岩（ダンかんらん岩やハルツバージャイト： Ou）を主

体とし，最上部には単斜輝石岩及び緑れん石角閃岩 (Of) からなる會角緑変沈積

岩が露出する (Kurokawa, 1985 ; Tsuj/pi9ri, 1999)．大江山岩体の西方には，大

江山岩体と同様の超苦鉄質岩からなる紺右岩体が分布する．哭蒲半島では大浦岩

体（縣 1974)を杖久爵苦鉄質岩類に帰属させる見解が一般的であったしかし，

下見谷層に衝上することと石渡 (2007)の指摘に則り，大江山帯に帰属すると判

断する．石英閃緑岩など (Oq) を伴う斑れい岩及び輝石岩 (Om)からなる苦鉄

質岩を主体とし，これに貫入する蛇紋岩化したダンかんらん岩及び輝石岩 (Op)

などの超苦鉄質岩から構成される（縣， 1974)．超苦鉄質岩について，登坂 (1989)

は島弧地殻下部起源のソレアイトと考えたが， Agata(1988)ならびにKimuraand 

Hayasaka (2019)は海嶺玄武岩に由来すると結論した

普甲峠変沈積岩の緑れん石角閃岩から443~403Maの角閃石K-Ar年代が得られ

た（仁科ほか， 1990;辻森ほか， 2000)．中国地方の大江山帯からは，変斑れい岩と

角閃岩の角閃石K-Ar年代として469~444Maが報告された（西村・柴田， 1989).

これら約4億年の値は冷却年代と解釈され，普甲峠変沈積岩が被った高圧変成作用

はシルル紀までにピークを迎えたと見なされた． このような古生代前半の高圧変

成岩類の存在は，大江山帯が日本列島における最初期のプレート沈み込み帯の一

つである証拠となっている．さらに中国地方では，変斑れい岩のSm-Ndアイソク

ロン年代（約560Ma) と変成作用を殆ど被っていない斑れい岩のU—Pb年代 (545
~532Ma)が報告された (Kimuraand Hayasaka, 2019)． これらは大江山超苦鉄質

岩類の原岩年代を示すものと見なされ，新原生代末～カンブリア紀初頭の火成活

動を示唆するものである (Kimuraand Hayasaka, 2019). 

3.3舞鶴帯

舞鶴帯は，大島半島から舞鶴市・福知山市を経て中国地方に至る地体 (Hayasaka,

1990)であり，松下 (1950, 1951)の舞鶴地帯に由来する．北限は大江山帯・三

郡—蓮華帯・秋吉帯の何れかの構成岩類に衝上され，南限は超丹波帯構成岩類に衝
上する舞鶴帯は，シルル紀以降の大陸地殻と海洋地殻がその後の弧—背弧系の衝

突を経た地体として捉えることができる（早坂ほか， 1996).

北帯・中帯・南帯に細分され（加納ほか， 1959)，舞鶴帯構成岩の一つであるい

わゆる夜久爵岩類は主に，北帯の“夜久野酸性岩類”（本図幅における夜久野珪長

質岩類）と南帯の“夜久野塩基性岩類”（夜久野苦鉄質岩類）を一括した総称である．
くわがい

「宮津」地域では，夜久野珪長質岩類が桑飼花閾岩•河守変成岩・舞鶴花岡岩とし
て露出し，超苦鉄質岩や苦鉄質岩などからなる夜久野苦鉄質岩類は夜久野オフィ

オライトとも称される（石渡， 1978)．中帯は，ペルム系（舞鶴層群）と三畳系（夜

久野層群・難巌立層群など）の砕屑岩類が分布することで定義された（加納ほか，

1959)．北帯とその北方に餓出する“塩基性岩類”（大江山帯大浦岩体）の間に
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第1図「宮津」地域の層序総括図（第四系堆積層は省略．＊は変成年代に基づく）



分布する“時代未詳の古生層＇・（下見谷暦）について巾沢

に類似し本質的な相違が無いと指摘した上で“崖基性岩

帯に含め， ド見谷居分布域に対し舞鶴地帯を

木 (1987)は志高帯のみな

988)は志高帯のみを秋占帯の亜帯に位晋付けた現状では，

して扱う（鈴木，

した地体（亀高， 2006:八尾， 2009:鈴

しかしながらド見谷雇は，岩相，時

系付加複合休とは明確に異なり，舞鶴屈群と共にペルム紀背弧海盆の堆積物と見

,2019)．よって本図幅では，下見谷層を舞鶴帯構成岩類として扱う．

2008). 

のの微母元素組成が異なっている（早坂ほか， 1996)ん

河守—桑飼岩体
福知山市大江地区から舞鶴市志高周辺にかけて分布する片麻状角閃岩やざ

くろ石黒璽母片麻岩などの変成岩を伴う変形した花岡岩類（猪木・黒田，

の＂圧砕花岡岩」に祖当）から構成され，前者の変成岩類は「河守変成岩」（加

納ほか， 1959)，後者の花固岩類は桑飼花岡岩」（早坂ほか，

桑飼花悩料は．マイロナイト化した圧砕花岡岩（花岡岩・花岡閃緑岩・トーナル岩）

これに漸移する少鼠の石英閃緑岩をギ体とし．これらに貫入する小規模な変斑

れい岩・変ドレライトを伴う (Yw)．圧砕化胤岩はジルコンしi-Pb年代か

ルル紀～デボン紀初顕 (441.9~405Ma : Fujii et al,, 2008 : Tsutsumi et al., 2014) 

に原岩が生成されたと考えられる．マイ Uナイト化は変斑れい岩や変ドレライト

の貫入以前に終（し，その時期は石炭紀後乎～ペルム紀初期

年代）と推定されている（池田，早坂， 1994;早坂ほか，

2008;早坂， 2009)．また Sr.p）J生値 (0.70645)は，

地殻を構成していたことを示唆する（池出・ □坂 1994).一方，

ていない花岡岩と変斑れい岩・変ドレライトからそれぞれ， 149.0Maと

163.0Maの Rb-Sr全岩アイソクロン年代（池田・早坂 1994)が得られたが，周

辺から同様の貫人店の存在は今のところ知られていない，

河守変成料は，片麻状角閃岩及びざくろ石黒雲隠片麻岩を主休とし，泥質片岩

のほか結晶質石灰岩を少鼠伴う (Yk) （猪木・黒田． 1965;池田，早坂， 1994).

河守桑飼岩体の四半部に多く霰出するが，桑飼化岡岩が卓越する岩休東半部にも

泥質片岩の変成年代とみなされる 263Maの黒雲犀 R炉Sr年

代（早瀬・石坂， 1967)が得られている．

舞鶴岩体

舞鶴湾南岸から南西方に分布する，花岡閃緑岩と

貰人する仁英閃緑岩や斑れい岩 (Yz)か

マイロナイト化は認められないが，カタクラシスを被り脆弱になって

（猪木ほか， 1961; Fujii et al., 2008), 280~2邸 Maのジルコンしi-Pb年代

et al., 2008 ; Tsutsumi et al., 2014)は，花岡岩類の貫入時期（ペルム紀

を示す`
夜久野苦鉄質岩類（夜久野オフ

占牛代後乎に海洋地殻か

り，

1990)，綾部市北部か

かけて分布する大島半島の偽藍町安士では，ハルッパージャイトが下位の超丹

波瞥構成岩類に衝上断屈で接している (Ishiwatariand Havasaka, 1992 ; 

1999) ことから，

「宮津」地域の夜久野苦鉄質岩類は， a)

c)斑れい岩質岩類， d)ドレライト

玄武岩質岩類からなり (lshiwa皿iet al., 2016), 

れらの苦鉄質岩類の配列は断片化しているもののオフィオライト層序を保持する．

被った変成作用は，上部ではぶどう石—パンペリー石相～緑色片岩相，下部では緑
れん石角閃岩相やグラニュライト相に達した（石渡， 1978; lshiwatari, 1985). 

本図幅では，超苦鉄質岩 (a,b)，苦鉄質岩（c), 玄武岩—頁岩 (d, e)，珪長質岩に

再編して記述する．

超苦鉄質岩のマントルかんらん岩と超苦鉄質沈積岩は主に，ダンかんらん岩・

ハルツバージャイト・ウェールライト (Yu)からなる．超苦鉄質沈積岩と斑れい

岩の境界は地下 15~30km の深さにあったと推定され，地殻—マントル境界に一致

する (Ishiwatari, 1985)．苦鉄質岩は変斑れい岩ならびに玄武岩・ドレライト起

源の角閃岩を主としこれらに伴う黒雲母片岩 (Yg)からなる．角閃岩と黒雲母片

岩は“舞鶴変成岩”と呼ばれた（猪木ほか， 1961)．玄武岩—頁岩は，玄武岩とドレ
ライト (Yb) を主体とし，少量の礫岩を挟有する泥岩と砂岩 (Ys)を伴う．自破

砕溶岩の存在から，未固結の泥岩上に溶岩が噴出したと考えられる（石渡， 1978)．化

学組成は T-typeMORBと背弧盆玄武岩の特徴を示すことから，島弧の背後で拡大

した海洋地殻と解釈できる (Koideet al., 1987 b ; lchiyama and lshiwatari, 2004). 

泥岩の堆積時期は，放散虫化石 (Caridroitet al., 1985；栗本・木村， 1985)によ

りペルム紀グアダルピアン世末期を含む珪長質岩として， トーナル岩及び石英

閃緑岩 (Yd)や珪長岩ないし流紋岩 (Yr)が見られる前者はオフィオライトの

構成岩であるのに対し後者は構成岩かどうか不明（石渡， 1978) とされているが，

本図輻では後者もオフィオライト構成岩に含めるなお，玄武岩ー良岩（あるいは

は＇’泊野粛眉群’'（猪木ほか， 1961) と呼ばれた

「宮津」地域内では変斑れい岩や角閃岩から， 278~241Ma （角閃仁 K—紅年代：
Shiba臼etal, 1977), 285 Ma (Rb—Sr 全岩アイソクロン年代： Koidc et al., 1987h), 

坂ほか， 1996)カ

，柴田ほか， 1979)

•池田， 1992; 早坂ほか，

年代：早瀬•石坂，

340.2Ma（角

ソク
99 げこ

, 1987a)が報告されたこれ JVバ 9但 9ュ，

～石炭紀袖半（約 380~330Ma以袖）に厚い海詳地殻が形成された後ペルム紀

Ma頃）までは背弧盆の拡大と黒色泥岩の堆積が詞

3,3,3下見谷層

古生雇に対し，大浦半島や舞鶴湾岸では大浦雇

（猪木ほか， 1961)，その西力延長では卜見谷厨（猪木・黒田， 1965)と命名されたが，

向者は同＾であることからド見谷眉に寸舌する，北部と南部ではそれぞれ大江山

超苫鉄質岩類と夜久野珪長質宕類に衝卜される（猪木・黒川， 1965；黒川， 1970;

池田・ □坂 1994)，北限は宮津花岡岩に貰入され，南限は低角断着によって下位の

舞鶴阿群から画される，

(Psb)から赤色珪質粘土岩及び珪質泥岩 (Psr)

挟有する泥岩 (Psm)ならびに砂岩 (Pss)

北卜位の同斜梢造をなす（中江， 2019),

特徴は舞鶴屈群に類似する，玄武岩が

土岩・泥岩から得られた放散虫化石及び砂岩のジルコン U-Pb年代（中江， 2019)

ペルム紀初頭に海洋底拡大が進行する環瑳下で下見谷屈の形成が始

まり，グアダルピアン世太則まで堆積が継続したと判断される．

3.4舞鶴層群

舞鶴市街周辺の舞鶴眉群（巾澤•岡田， 1949) はいわゆる中帯に分布するペルム

系であり，＝登系と共に東北東ー四南四方向の帯状配列をなす，中沢・野 I:(1958) 

は，二畳系とされていた公在屑（中沢ほか， 1951；釦mbe,1951)を再定義（打打」

「爪に変史）して舞鶴胴群に含めた，岩相により， ド部屈・中部屈・上部阿・公

庄雇に区分され（消水ほか， 1962)，後に最卜＾部贋（泥質～砂質片岩）が追加された（通

1973)，宕津」地域では，福知山市大¥1地区から高

下部雇から公庄層までが露出する．北傾斜が阜越するが，

一謡では複向斜をなす（鈴木ほか， 1982).

波江層群と，北縁部では北伯斜の断眉によりド見谷眉と接する，福知山市北四部

では夜久野屈群に，舞鶴市東部から高浜町にかけては新第＝，系に，

本図幅での］閾庁区分は消水ほか

ぽ準拠するが．中菰阿

点越，砂岩点越）で細分する，

下隅層は，苦鉄質凝灰岩・凝灰角礫岩及び両者と仕暦する泥岩 (Pzb)からなり，

背斜軸部にのみ露出する，鈴木ほか (1982)及び鈴木 (1987)は南帯北縁部の玄

武岩（夜久野苦鉄質岩類）と北側の卜見谷囲の玄武岩を舞鶴屈群に含めたが，

れらを除外する巾部屑と上部屑は，少呈の砂岩・珪長質凝灰岩を伴いレンズ状の

(Pzm)と，礫岩を1平う砂岩・

泥岩は黒色で，塊状またはスレート男開が形成されているコ

り，礫岩は細礫～大礫大の円礫と泥質基質か

庄眉は主に所により石灰質団塊を含む礫岩•砂岩・泥岩 (Pzg) か

質な砂岩と角礫～曲角礫の中礫が卓越する礫宕を含むことが，

下部層は夜久野苫鉄質岩類の変斑れい岩や玄式岩に対比され，その年代は 290

~270Ma頃（ペルム紀シスウラリアン世）と推定される中部屈・上部目からは，

・小咽有孔虫化石など（中沢・志岐， 1958;中沢・

1958; 鈴木， 1987) やペルム紀中頃—後半を不す放散虫化石 Oshiga, 1984 : 

梅出ほか， 1997)が報告された．公庄層はペルム系卜立1；に対比される（鈴木，

1987)が，元々三畳系と見なされていたように，二枚貝を宅体とする化石群集は

古生代型と中生代型が混在する点で特異であり（中沢ほか， 1951;中沢・野上，

1958)，砂岩組成は三畳系砂岩に類似する（鈴木， 1987)，最近，公庄層を含む中国

地方の舞鶴層群からジルコン U-Pb年代が測定され，最若年代として三畳紀初頭を

示すことが報告された（磯崎ほか， 2019)，従って，三畳紀初頭以降まで堆積作用

が継続した可能性もある．

3,3.5三畳系

夜久野珪長質岩類と下見谷層・舞鶴層群を不整合に覆い，新第三系に不整合で

被覆される，三畳系下部—中部の志高層群・夜久野層群と三畳系 J::部の蘭蒼層·
難波江層群に区分され，両者の推積場と環境は互いに異なっていたと考えられて

いる (Nakazawa, 1958)，砂岩の砕屑性ジルコン年代あるいはモナザイト年代の

検討が進み，後背地解析や堆積年代について議論されている（足立・鈴木， 1992;

堤・横山， 2013;堤， 2016).

志高層群

舞鶴市志尚周辺で『志尚統J（小JI[,1897) と命名された地層に対し，三畳系，

ジュラ系，白亜系など様々な見解があったが， Nakazawa(1958)により堆積作用

は三畳紀のオレネキアン期頃に始まりアニシアン期初頭までには終了したと結論

された神戸 (1950,1951)は「志高層群」に改め，巖桔寺層・富羞層・繭由出里層・



基底部の礫岩

泥岩 (Tss)へ移化する上力細粒化が共通するが，

有無などに差異がある，河守—桑飼岩体と
同斜構造を持つ（神戸， 1950；猪木ほか， 1961：猪木，黒田，

夜久野層群

夜久野地区の砕屑岩のう

：中沢・野上． 1958;中沢・志岐 1958)．前

1から構成される（巾沢・野上， 1958)のに対

し，後者は同時異相関係にある広履層と桑良偵層からなる（中沢・志岐 1958).

これらは夜久野地区から分布が連続するため，中沢ほか (1957) により夜久野隣

分布の北限・南限は高角断厨で断たれるが，所により不整合で

西部では南傾斜が，また東部では北傾斜が卓越するみ

シルト質泥岩を伴う石灰質砂店 (Tys)が卓越す

細粒砂岩を挟有する葉理質泥岩 (Tym)が主体の

できる 卜部囲準は一尾同広畑屈卜部及び奈良駁胴最卜部に，上部阿準は大'，4
雇，仏畑雇上部及び余良原暦ド部—上部に対比される，産出した軟休動物

貝巻貝腕足類アンモナイト）や棘皮動物（ウミユリ）などの化仁は，下部

ン階中部，

ト部に対比されることを示し，さらに堆積相と牛物相の顕著な変化は，北側か

南側に向けて堆積環境がデルダ性から沿岸を経て沖合に移行したこと

1958). 

中沢 (1958) によって，舞鶴市荒倉付近に分布する難波江厨群卜部貞岩砂岩厩

のぶ部を分離独立させたものである南東に高角度で頼斜する泥岩及び砂質泥岩

(Ta)から構成され， 卜限は難波/I層群下部砂岩層に傾斜不整合で覆われ，下限

（中沢， 1958). 少呈ながら，カーニアン則袖

アン期ーカー：：：アン期境界付近を示すアンモナイトや二枚貝・

腕足類の化石を産する．

ら高浜IIIJ難波江にかけて分布する．

それぞれ舞鶴昂群と夜久野苫鉄質岩類から画され，

巾角度～麻角度で南東へ紐斜する．

•砂岩（巨智部， 1895)
（―難」ではなく―灘」

下部頁宕砂岩恩 (N1)は細礫岩～細粒砂岩を伴う泥岩及び砂質泥岩 (Tnl),

ド部砂岩屑図）は 部で泥岩を合む細粒～中粒石英質砂岩 (Tn2)，上部貞岩

層 (N3)は仁炭眉を挟有する泥岩及び砂質泥岩 (Tn3)，上綿砂府層 (N4)は細

粒石英質砂岩 (Tn4) から構成される（中澤•岡田， 1949；中沢ほか． 1951)．腕足類・

三角貝・ニ枚貝などの化石から．

物と判断されている

トの

超丹波帯

趙丹波帯 (Cari由oitet al., 1985)の構成岩類は，北側の舞鶴帯夜久野苦鉄阿岩類

トされ，南側では丹波帯ジュラ系付加複合体に衝卜＾する (Hayas非a,1990; ヵ,.,，祁
lshiwa国 iand Hayasaka, 1992). !]',翡市 1、加斗の斤江鼻洵岸でこの衝上断昂

1986;石渡ほか， 1999;廣瀬や早坂， 2005)が露出することか

ペルム紀巾頃～後半の沈み込み帯で形成され，破断

覆瓦構造など付加複合休としての特徴を有する超丹
波帯は，

川，黒田， 1957;広川ほか， 1957)の分布域にほぽ相当する

大飯暦と堅海眉を丹波帯から分離し，

（広
(1985)は

“超丹波帯の提唱’'に先立って明示した楠ほか (1985,1986)は，緑灰色砂

岩が斜長石に宮む石灰質なワッケであり圧砕変形を被っている点で丹波帯砂岩と

異なることを示した．この砂岩に伴われる千枚岩質泥岩から，ペルム紀放散虫化

石が報告された（栗本， 1986).Ishiga (1986, 1990)は， i)Caridroit et al. (1985) 

が超丹波帯とした千枚岩質泥岩に対し大飯層を再定義して用い，堅海層をこれに

統合， ii)永竺層（広川ほか， 1954) を緑灰色砂岩主体の地層として再定義し，加

斗層をこれに統合， iii)J:月層（猪木・弘原海， 1980) を新たに超丹波帯構成岩

類に加え， iv)下位より氷上層・大飯層・上月層に再編した．

「宮津」地域では綾部市扁急から内外海半島にかけて分布し，超丹波帯の構成

層序単元として上月コンプレックス，大飯コンプレックス，氷上コンプレックス

を設定する．越前町篇佐の岩礁に露出する超丹波帯泥質岩（地質図に表示できな

い）の帰属は未詳である（梅田ほか， 1996)が，大飯コンプレックスに含めておく．

また，亀高ほか (2019)は本地域における上月コンプレックスの存在を初めて示し，

超丹波帯構成岩類の分布域が一部を除いて確定していなかったことを指摘した上

で，その範囲を明確にした．

上月コンプレックス
いつあい

超丹波帯ペルム系付加複合体の最上部である．本地域では綾部市五津合から老
泣昂において，玄武岩 (Uzb) と玄武岩・チャート•砂岩の岩塊を含む泥質混在岩

(Uzx)が夜久野苦鉄質岩類の南縁に沿って僅かに露出する（亀高ほか， 2019).

兵庫県及び岡山県内から報告されたサンゴ・紡錘虫・放散虫などの化白に基づく

と．玄武岩に随伴する石灰岩は石炭紀後半（猪木， 1969;後藤・111際， 1973)，チャー

トはデボン紀後乎（竹村ほか， 2018)～ペルム紀（後藤・堀， 1985)

珪長質凝灰岩・珪質泥岩からはグアダルピアン 1廿後半を9J；す放散虫化石 (Pillai

1987)が，泥岩からはシスウラリアン世末ーグアダルピアン世初頭を

（竹村ほか， 1993)

大飯コンブレックス
綾部市梅迫から内外海半島を経て越前町高佐にかけて分布し，

広範囲に露出する．千枚岩質泥岩，砂岩泥岩杜層 9泥質混在岩 (llop) を主体とし，
卜，砂岩

などの岩塊が含まれる．玄武岩（じob) とチャート (Uoc) は岩塊のほか，地質

チャート

れる（木村， 1988:栗本・牧本， 1990)が，本地城では岩相分布の詳細が不明確なため，

うな二分は行わない．

トや珪質泥岩及び千枚岩質泥岩から産出した放散虫化石は，グアダルピ

アン世後半を示す(Caridroitet al., 1985 : lshiga, 1985 :木村， 1988)．本地域外では，

チャートと珪質泥岩からグアダルピアン世中頃を，また砂岩泥岩互厩と珪質泥岩

からローピンジアンl化を示す放散虫化石が報告された（木村， 1988；武蔵野ほか，

1987)．なお十倉層から，砕屑性ジルコンの最苔じ—Pb ピーク年代として約
Maが報告された（坂田ほか， 2017)．この値は，大飯コンプレックスの一部が少

なくとも三畳紀中頃以降に堆積した可能性を示す．

氷上コンプレックス
超丹波帯ペルム系付加複合休の最下部に相胄する．砂店泥宕圧眉を伴う緑灰色

砂岩 (Uhs)を主休とし丁枚岩質泥岩 (Uhp)を挟有する．仝休的に強い剪断を被っ

ている．砂岩は石英・斜長石に宮む石灰質なワッケであり，

栗本 (1986)と木村 (1988)

が報告されたが，両者と

なお南接地域の相当層

ンの最若じ—Pb

氷上コンプレックスが少なくともローピンジア
中—-，ーチ—→~

3.5丹波帯

松ド (1950,1951)の丹波地帯にIl1来し，超丹波帯の南側を凸める，

るのは困
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坂田ほか，

北側では片江鼻断屈を瑳として超丹波帯のペルム系付加複合休に衝 lふされ
；石渡ほか， 1999)，南側は領家変成岩に漸移する（中島， 1960).

丹波帯の構成岩類はジュラ紀の沈み込み帯に沿って形成された付加複合体であ

り，石炭紀からジュラ紀に亘って生成・堆積した海洋底層序（悔山起源の玄武岩・

仁灰岩，遠洋深海性のチャート，陸源砕屑性の泥岩•砂岩などが累重）か
1993)． この複合体は^ ．つの層I了汁弔元に区分され，相対的に古い II型地

阿群がより新しい I嬰地屈群に衝上する覆且構盗をなす（石賀， 1983; Imo lo, 1984). 

この衝上断層は，瓜臣断雇（本庄スラスト：木村ほか， 1989) と呼ばれる砂岩

については， ll型地層群では長白質アレナイト～ワッケが， l型地暦群では白英

質ワッケが卓越し，時代の経過に伴って後背地が火山弧的な場から古期基盤岩が

露出する大陸的な場に移行したと推定された（柚ほか， 1986;楠・

1989, 1992)．玄武岩については，岩石学的に多様な組成を示す石炭紀からペルム

紀の E-typcMORBや海洋島に由来することがホされた（佐野，川崎，

etal, 2000:中糾 1991b: Koizumi and lshi囮 tari, 2006). 

両地阿群と

これらは標準贋序単元としてド位か

ンプレックスに統一された（中ti,2000)．一方，

ンプレックスについて木村ほか (2001)は，由良川コンプレックスと鶴ヶ岡コ

プレックスの間に位間付けた．南隣地域に位置する丹波帯の中央部では，三畳系

陸源砕屑岩の存在（丹波地帯研究グループ 1971:田辺・丹波地帯研究グループ，

1987:武蔵野ほか， 1992)が知られており，周山コンプレックスか

可能性が指摘された（楠・武蔵野， 1990). 「宮津-地域でも 1990

且内0複合体としての阿序単元区分と形成過程が議論され，小浜地域・熊川地域・

西津地域の地質図 (Nakae, 1990, 1992 :中江・吉岡， 1998:中江ほか， 2002)が

公表された． これらは碓見・黒田 (1958)が示した地質図の範囲に重なるが，両

者の層序区分は殆ど対応しない．亀高ほか (2019)は本地域に含まれる小浜市西

部から舞鶴市東部に及ぶ地質図を作成した．本図幅と比較すると若干の相違はあ

るものの，大局的には同様の結果となっている．

上記の研究と中江 (1991a),Nakae (2002)，鈴木・中江 (1997)，菅森・亀裔

(2011)などに基づくと，「宮津」地域での各層序単元の形成時期は次のように

なる．周山コンプレックスはヘッタンギアン期後半—トアルシアン期，雲ヶ畑コ
ンプレックスはバッジョシアン期—カロビアン期，灰屋コンプレックスはバッ
ジョシアン期—バトニアン期，鶴ヶ岡コンプレックスはバトニアン期—キンメリッ
ジアン期古屋コンプレックス及び由良川コンプレックスはキンメリッジアン

期—チトニアン期である．
周山コンプレックス
本地域の丹波帯付加複合体における最上部の層序単元である．北西側では片江

鼻断層を境として超丹波帯氷上コンプレックスに衝上されるが，局地的に生麻門
9 ぶ りがわ

断層などの裔角断層で接する．上林川・佐分利川周辺から小浜市街を経て常神半

島にかけて分布する．泥岩及び泥質混在岩 (Isx)が卓越し，玄武岩及びドレライ



ト Osb)．仁灰宕 0s1), チャート Osc)，砂岩及び厚層理砂岩泥宕り眉 Oss)か

なる岩体が伴われ，全体として混在相を呈する泥質混在岩は，玄武岩・石灰

岩・チャート・砂岩など各神の岩塊を包有した産状を示す岩体は小規模であるが，

小浜市街より東では玄武岩・ドレライトとチャー

向がある 部のチャートには珪質泥岩が随伴する，砂岩は岩片と長右に富んで

り，泥岩基質が多いワッケである（楠・武蔵野，

上位の周山コ

レックスと衝卜断層で接する泥岩及び泥質混仕岩 Okx) と，玄武岩及びドレ

ライト (Jkb)，石灰岩 (Jkl)，チャート (Jkc)，砂岩及び厚／曽理砂岩泥岩互／麿

(Jks)の岩体からなり，全体として混在相を呈する泥質混在岩は各稀の岩塊を

包有する，玄武岩・ドレライトは人規模なシート状岩体としてコンプレッ

底部に露出する傾向があり，その卜位に同規模のチャー

には珪質泥岩が伴い．

岩基質が多いワッケであり，拮JIlに］

・武蔵野 1989).

t位の雲ヶ畑

コンプレックスと衝上断阿で接する．泥岩及び泥質涅在岩 (Ihx) と，玄武岩及

びドレライト (Jhb)，石灰岩 (Ihi), チャート (Jhe)，砂岩及び厚眉罪砂岩泥岩互

屈 (Jhs)の岩休からなる．全休としては混仕柑を呈するが，コンプレックスの

・ドレライトとチャートの大規模なシート状告体によって占められ，

上謡は各種の小規模岩体と各柾の岩塊を包有する泥質混在岩から構成される傾向

砂岩及び砂岩泥岩互腐からなる岩体は，周山・畏ヶ畑コンプレックス

比べより規模が大きいのが特徴であるチャートには珪質泥岩が伴い，また•部

ことがある．砂岩は泥岩基質が多いワッケであり雲ヶ

畑コンプレックスの砂岩に類似するが，岩片は史に少ない傾向にある（柚・

野 1989).

鶴ヶ岡コ

美山町豊郷・

分布する．上位の灰屋コンプレックスとは本庄断屈で，下位の占屋コ

と山良川コンプレックスとは衝上断眉で，

(Itx)を主体とした混仁相を呈する．泥質混仕岩に合まれる岩塊は，チャート

と砂岩を主休とする小規模岩休をなすチャート (Jtc)は普遍的に分布し，基底

に珪質粘 1岩を伴い上位に珪質泥岩を経て泥岩が累車する洵洋底屁序を構成する．

砂柑及び厚靡雌砂岩泥岩互暦 (Jts)の岩体はコンプレックス上部に廿 1露出し，

玄武宕 (Itb)の岩体はごく佃かしか分布しない．

古屋コンプレックス

クスに対し衝上断屈で接する．

端とし杓木古屋を経て杓木市場付近を東端とする．古屋コンプレックスには，

底にチャートを伴い（丹波地帯研究グループ， 1990)，その上位に珪質泥岩・泥

岩が累重する海汗底層序が存在するという見解（木村ほか， 2001)がある。 しか

し，このチャートは山屋コンプレックスに対し斜交する分布を示し，その側力延

長は1'Ti接地域においてIlI艮Illコンプレックス中のチャートに連続するつまり，

古屋コンプレックスとチャートの間には累重関係が認められない．本図輻では．

古屋コンプレックスを整然相砕屑岩のみか

1990; 中江•吉鳳 1998)

シルト店ないし細粒砂岩の葉坪が見られる菜坪質泥岩 (Ifm)，泥計優勢砂岩泥

岩且層 (Jfa)，砂岩及び厚層理砂岩泥岩且層 (Jfs)から構成され，珪長質凝灰岩

ないし凝灰質泥岩が僅かに見られる（鈴木・中汀．， 1997)．砂岩は，斜長石より

カリ長石が乏しく石英に宮む石英質ワッケである（柚・武蔵野， 1989).

由良川コンプレックス

南東縁の狭い区域（文山町知見から朽木巾場）に分布は限られる。上位の鶴ヶ

岡・古屋の両コンプレックスと衝卜断屈で接する．泥岩及び泥質混在岩

とチャート (Jye)から構成され，両者が繰り返し露出する覆瓦構追をなす．泥

質混在岩にはチャート・砂岩の岩塊が包有される．チャートは厚屈で側方に連続

ト状岩体を構成し，岩体内部には珪質粘土岩・チャート・珪質泥

．泥爵が累重する海汗底層序が認められる．砂岩の岩休が無くチャートの岩休

が巨大なことが，鶴ヶ岡コンプレックスより区別できる特徴である．

3.6山陰帯（白亜系～古第三系）

西南H本内帯では白亜紀から古第三紀にかけて珪長質の火成活動が活発化し，

深成岩類の貫入と火山岩類の噴出が広範囲に起こった． これらは東西に帯状配列

する火成岩石区（領家帯•山陽帯•山陰帯）に区分される (Ishihara, 1971)．山

陰帯の火成岩類は，帯磁率が扁いことや主要な活動時期が古第三紀であることか

ら山陽帯と区別され，「宮津」地域の火成岩類も山陰帯に含まれる（例えば，中

島， 2018)．深成岩類は丹後山地と敦賀半島に底盤状岩体として露出するほか若

狭湾岸に岩株状岩体が見られ，火山岩類は内浦半島や越前海岸などの狭い範囲に

露出するこれらは，白亜紀後半，白亜紀最末期及び古第三紀前半の活動に区分

できるなお，地質図に表現できない小規模な岩脈は省略した．

3.6.1白亜系上部

雲谷山花滴岩
嚢容ふ花濶岩（桂•西村， 1969) は，本地城東部の雲谷山を形成する岩株状の

花岡岩である，ジュラ系付加複合体に貫入し，山頂周辺に泥質混在岩がルーフペ

ンダントとして残存している，中粒・等粒状で石英・斜長石・カリ長石・黒雲母・

白雲母を含み，黒裳母花岡岩 (Gkb)が卓越する主部相と白雲母花憫岩 (Gkm)

が優勢な周縁相に細分される両相か

Ma)が得られた（中江・内藤 2002).

から採取されたと推測される試料より， 88Maのカ

（早瀬守石坂 1967).

流紋岩溶結凝灰岩は62.6Ma (Rb—Sr鉱物アイソクロ
1993) をポすが，

宮津花閥岩はより古い約

U-Pb年代：飯泉ほか， 2001
Maより古い可能性が高いため，白而系最上部に合めた

音海流紋岩及び面谷流紋岩

（河合， 1956,1964)に区分される。

＇，面谷流紋岩は溶結凝灰岩ないし
弟 たごやま

火砕岩を含むデイサイト溶岩 (Rd) からなる．元々，愛宕山白英粗面岩（中

•岡出， 1949) と呼ばれていた内浦半島の黒雲母流紋岩は，中新統（広川・

黒田， 1957,1958)あるいは中牛界最上萬～占第三系最下綿（猪木ほか， 1961)
後に音海流紋岩に改称された（塚野 1969)．中島・岩野 (1987)は

音海流紋岩から74.5Maと面谷流紋宕から67.3Maのジルコンのフィッション・ト

ラック (FT)年代を報胄した．また面谷流紋岩は，

Ma (Rb-Sr全岩アイソクロン牛代）を示す丹4花閻岩（中島利秀ほか， 1990)
従って両流紋岩は，白而紀最末期に唱出したと判断される．

蘇洞門花胴岩

内外海半島北岸で広川・黒山 (1~57) が花濶OO緑岩と呼んだペルム系付加複合
体に貫入する花岡岩であり，蘇訓門花岡岩と命名された（福井県編． 1997)．石

・斜長石・カリ長石・黒璽母・角閃石からなる優白質中粒～粗粒角閃石黒璽付

花閾岩 (Gs)が卓越し，径数10cmの暗色包有物を合み部分的に斑状花岡岩とな

70.7Maの累雲母K—紅年代が得られている（亀高ほか， 2010).

江若花商岩

ラ系付加複合体に貰入する化岡岩はそれぞ

（藤本， 1979) と敦賀化閥岩（福井県編 1986)に区分されてい

とから汀若花岡告に一括（内

して扱われている（内藤・中

(Gjm)・郎分的に斑状

となる細粒黒雲母化岡岩 (Gj()に区分される（澤mほか， 1997;内藤 1999;
2001)，磁鉄鉱系列に属する花岡岩もあるが，チタン欽鉱系列の方

（澤田ほか， 1997)．これまで，敦賀岩体の58Maと62.9Ma （黒雲

母k-Ar斗代：河野・植田， 1966;内藤， 1999)及び江サ岩体の57.4Ma

ソクロン年代： m結庄ほか， 1999)により，古第-紀初頭の活動と推定さ

しかし両岩体において，

U-Pb什代などを用いた冷却史が検討された鮎呆，既存のK-Ar年代値は参考値と

69.2~68.0 MaのU-Pb年代値が頁入時期（白而紀最末期）を示すと判

（末岡ほか， 2016,2018)や

（猪木，黒田， 1965)は，福知山市夜久野地区から宮津市東部にか

けて分布する．南側の大辻山超苦鉄質岩類と下見谷層・舞鶴屑群に貝人し，下見

谷層がルーフペンダントとして模式地（福知山市雲原）付近に露出する．北側で

花閥岩質複合岩と宮沖花閻岩に接する．細粒～中粒で完晶質，等粒状（綿分

的に斑状）の黒翌母化岡岩 (Gh)であり（猪木，黒田， 1965;両垣，壷井，

2009;中江， 2021)，優白質灰白色を旱するみ右英・斜長右・カリ長右を上とし

角OO石は稀にしか認められず有色鉱物の含有呈は比較的

少ない．帯磁率が高い磁鉄鉱系列の花岡岩であり，ジルコ

~65.lMa（古第三紀暁新世初頭）が報告された（中江， 2021).

花巌岩質複合岩

雲原花岡岩と宮津花岡岩の間の狭長な範囲（早期近入岩コンプレックス帯：猪

木・黒田， 1965)に露出する多様な珪長質深成岩類には，斑状花岡岩・細粒黒雲

母花岡岩・文象花扁岩 (Gp)などが含まれ， 「花蘭岩質複合岩」（中江， 2021)
という名称で一括された．猪木・黒田 (1965)は推定される貰入関係からこの複

合岩の形成時期を，裳原花岡岩と宮津花向岩の中間にあると判断した．

宮津花巌岩

宮津花桐岩（猪木・黒田， 1965)は，大浦半島北岸から丹後半島を経て豊岡市

但東町に至る東西約30km• 南北約35 kmの大規模な底盤状岩体を形成する．北側

は新第三系北但層群に不整合で覆われ，南側は大江山超苦鉄質岩類と下見谷屑に

貫入する西隣地域では，矢田川層群に貰入する．均質で完晶質等粒状の優白質

灰白色な花岡岩であり，石英・斜長石・カリ長石・黒雲母を主体とし，蔀分的に

角閃石を伴う．カリ長石が淡紅色ないし桃色を帯びることを特徴とする． このよ

うな岩相的特徴から，兵庫県北部や鳥取県の誤殷花湖岩及び鳥取花濶岩に対比さ

れる（田結庄ほか， 1985; 先山•田結庄， 1995)．中粒黒雲母花岡岩 (Gzm) と粗

粒～極粗粒黒雲母花桐岩 (Gzc)はそれぞれ地域的に明瞭に別れて露出する．比較
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第2図中新統暦序総括図（括弧内の地暦居手相は分布しない）

的帯磁率が高い磁鉄鉱系列の化固岩が優勢であり， (63.2~ 

：中止 2021)は古第一ふ紀暁新世の前半をポす。

・内藤 (2002)が久々子花岡斑岩としたもので，璽谷1l1花

岡岩の北内に点在する小規模な岩株状の岩体を構成する細粒な斑状化固岩な

びに微花岡岩

敦賀半島西海犀の弁天崎では同質の斑状花岡岩が江若花閻岩に貰入し，さら

（高橋， 2013) ことから，久々子花岡岩の貫入

時期を古第二紀としておく

（中江訓）

3,7 山陰—北陸区（新第三系）

「宮津」地域を含む近畿地方北絋は内南n本内帯の背弧側に位置しており， ］山

陰—北陸IX: Iとして，火山岩の阜越した厚い中新統の分布で特徴づけられる（西南

日本新生代研究グループ， 1960)，本地域の新第二系は丹後半島・内浦湾倅及び越

前洵岸に分布する（第2図）， このうち丹後‘r島で最も1ムく露出し，西方の但島地

方へ分布が述続し丹後4且馬地域として広い堆積稔をなす（池辺ほか， 1965;弘原

海ほか， 1966)．内浦湾岸では比較的限られた範囲に分布する（角井， 1983；中川

ほか， 1985)．越伯海倅は束）jから続く丹生山地の西端であり，新第二系は越飢岬

周辺に見られる（鹿野ほか， 2007)，これらの新第三系厨序には共通性があり， 1< 

り下部巾新統（火山岩と飩成眉），下部巾新統の上部～巾部巾新統（海成眉と

海成～陸成の火山岩），及び鮮新統（火山岩）に分けられるなお，本地域の巾新
9そくたん

統層JY:は大局的には丹後」日烏地域に分布する北但層群の層J乍で代表させることが

できるものの，堆積盆ごとに地域差があり，岩相変化の様相と地質時代は厳密に

致していない従って本図幅で扱う巾新統に対しては，岩相の共通性に且づ

いた「相」を設定し，その広域的な上下（累重）関係に対応する従来の層序単元

を対比させて，地質図を作成した．

3.7.1下部中新統（西谷層・等楽寺礫岩・八鹿層・豊岡層忍び相当層）

下部中新統は，陸成の流紋岩火砕岩（酋各層），礫岩（等楽寺礫岩）ならびにそ

の上位の玄武岩～安山岩溶岩・火山砕屑岩（バ廊層・名蔦層・菜呈屑かの一部），

陸成～湖成の礫岩•砂岩・泥岩及び流紋岩～安山岩溶岩・火砕岩（豊岡層． m缶
くに み

層下部・糸生層の一部・国見層下部）からなる． これらの地層は， 日本海開裂後

であるが海進には至ってない時代の地層である．

下郎中新統最下部として，越前海岸を含め丹生山地では22Ma頃（鹿野ほか，

2007) に噴出した流紋岩火砕岩 (Nr)からなる西谷屑が分布する（吉川， 2013,

2015)．また，丹後半島では陸成礫岩 (Tj)からなる等楽寺礫岩（東， 1977)が

分布し，宮津花岡岩を直接不整合で覆う．これは但馬地方の高柳層に相当する．

高柳層上部と八鹿層基底部から得られたジルコンU-Pb年代 (21.5Ma:羽地・山

路， 2019) に基づいて，等楽寺礫岩の下限と上限の堆積時期をそれぞれ23~22

Ma頃と21.5Ma頃と判断した

玄武岩～安山岩溶岩・火山砕屑岩 (Yo) からなる苦鉄質ー中間質火山岩相は，

丹後半島の八鹿層（玄武岩～安山岩溶岩・火山砕屑岩で礫岩を含む：弘原海•松

1958)，内浦湾岸の名島層（安山岩火砕岩：角井． 1983)，越前海岸の糸生層

（塚野・一：浦 1954) の一部（玄武岩～安山岩溶岩・火砕岩）に相当する．丹後

乎島では一部に水冷破砕が発達するため水底環境 (1廿元・旱住． 1988)が，また

名島暦ではカキ化石を伴うため内浩環境（角片 1983)が示唆される．八鹿層・

糸生層では21.5~19Ma程度の年代を示す (Ts皿akawaet al., 1983 ;中島正志ほか，

199() ;古山ほか， 1997;羽地ほか， 2019).

上記の苦鉄質ー中間質火1 廿岩に累車または指交して，礫岩 (Tog)• 砂岩及び礫
岩 (Tos)からなる粗粒砕屑岩相と，砂岩・礫岩を伴う泥岩 (Tom)からなる細

粒砕屑岩柑が分布する．丹後半島では豊岡層（弘原海・松本， 1958) に，内浦湾

ト^ 位の国見層（塚野・一^

浦 1954) 卜部に対比される陸成～湖成の砕肘岩に相当する．豊岡阿．

砕長質または坪長質～中間質の火山岩相として軽石火山礫凝灰岩 (Tot) と

流紋岩～安山宕溶i・ (Tor) が挟しし，盟岡眉では軽仁火山礫凝灰岩の＾部は流

紋岩溶結火砕岩 (Tow) となっている（永美・山内， 1989)．豊岡紺溶結火砕岩

トの』溶結部から， 16.6Ma(J)ジルコンFT年代が得られた（辻野 2019)．国見

卜凝灰岩を挟有し，その堆積期問は18~16Maとされる（鹿野ほか，

2007). 盟岡層の卜限は，但馬地方と丹後半島で異なる．但馬地方では海成屈

からなる盟岡麗卜部はArcid-Potam直群集 (17.0~16.7Ma)を，盟岡層を悦う海成

（村岡暦）はMiogypsina-Opeculina群集 (16.5Ma) を庄するさ

上部眉準及び村岡眉の最ド部に挟在する火山砕屑岩のジルコンI可年代及びU-Pb

年代（羽地・山路， 2019) を考慮すると，盟岡層卜部の堆積時期は17.0~16.5 Ma 

頃と考えられるこれに対し丹後半島では豊岡脳に卜ぶ記の化石群集で特徴づけ

られる内湾・浅洵成相は無く，洵成屈の露出は上位の網野阿からとなる．本地城
＃訊

内でこの内湾・浅悔成相に相当するのは山中暦中部及び囚見眉・玩谷層であり，

これらの地層は但馬地域の盟岡層卜部 (17.0~16.5 Ma) 

らなる阿仁合型植物群（東・古市，

国見屁からはより暖温帯要素の強い台島型梢物群（藤岡， 1955)

丹後半島と但馬地方か

台島・阿仁合混合型植物群と台島型植物群が産山しており（尾 I:, 1978)， この

3。7.2下部中新統の上部～中部中新統（網野層・丹後層及び相当層）

序の酉黒沢階に対比される，

海進が始まる前期中新世末期には臨海扇状地の堆積物や内湾の礫岩及び砂岩

(Ame)からなる粗粒砕屑岩相が形成され，丹後半島及び内浦湾岸では急激に海

追が逆行し凝灰岩を挟有する泥岩 (Amm)からなる細粒砕肘岩相に移行する．丹

（山元・星什， 1988) の粗粒li↑屑岩と細粒砕屑岩が，内浦浩岸

では山巾層中部と上部が，それぞれ粗粒砕屑岩柑と細粒砕屑岩柑に相当する，越

前海岸では国見崩 t部と荒谷l閾（本地域には分布せず）の八水・内治環境を示す

砂岩泥岩が粗粒砕）門岩相に相当するが，海進への移行は漸移的である．

部の凝I火岩は全岩及び黒雲丹K-Ar年代として約15Maを示し（山冗・星仕 1988),

泥岩からは台島型植物が産している（尾上， 1978)，但馬地方における網野層相当

層である村岡層下部と越前海岸の流谷層からMiogypsina-Opeculina群集 (16.5Ma) 

（弘原海・松本， 1958；松丸ほか， 1979)，山中雇中部からはVicarya,

Ge/oinaなどマングローブ棲の軟体動物化石を産している（角井， 1983;中川ほか，

1985)，山中層上部からはBlow(1969) のN8帯の汗遊性有孔虫化右を産し，挟有

MaのジルコンFT年代を示す（角井， 198a；中川， 2009),

これらから，網野屁及び山中屁中謡—上萬は16.5~15Ma頃の堆積物と考え
上記の砕屑宕柑の上位に累屯または側方に指交して，中間質から珪長質に日

る溶岩及び貰人囚相あるいは火山砕屑岩相をホす，安山岩溶宕及び火山砕屑岩

（ふnb)，流紋昇火山砕屑岩（i¥rnt), 流紋岩溶岩及び貰入岩（ふ皿）が分布する。

の上仲に再堆積件の凝灰質砂岩・礫岩・泥岩 (Ams) からなる砕／門岩相

Amr, Amt及びAmsに対比され，内浦誇

岸の今戸鼻層（中川ほか， 1985) は安山岩溶岩・火山砕屑岩と変質した流紋宕

とからNnbに対比される，また越前海岸では，荒谷）員の安山岩火砕岩

と市ノ瀬流紋岩がそれぞれAmbとAmlに相当するが，本地域には分布しない．

上述の海進も，中期中新世の中頃には浅海化に転じ陸上の火山活動に移行する．

この時期の火山岩は，デイサイト溶岩・火山砕屑岩 (Tnt) とデイサイト貰入岩

(Tnd)からなる珪長質の噴出岩相ならびに貫入岩相と， これらの上位である砕

屑岩を伴う玄武岩～安山岩溶岩・火山砕屑岩 (Tna) からなる苦鉄質—中間質噴出

岩相に大別される．丹後半島では丹後層（山元・星住， 1988) の主蔀が珪長質噴

出岩相または珪長質貫入岩相として広く分布し，冠島の丹後層からは台島・阿仁

合混合型の植物化石が産する（丹， 1956；京都府編， 2010)．珪長質の噴出岩相

と貰入岩相は内浦湾岸には分布しないが，越前海岸では分布があり後述の国見岳

火山岩の類縁岩体（鹿野ほか， 2007) とされる．苦鉄質ー中間質噴出岩相は，丹

後半島では玄武岩質安山岩からなる丹後層最上部の蝙贔語安山岩（池辺ほか，

1965) に内浦湾岸では肖菜山安山岩・大山安山岩（広川・黒田， 1957) に，ま

た越前海岸では国見岳火山岩（本地域に分布せず）に，それぞれ相当する．全岩

K-Ar年代は国見岳火山岩で15.0Ma（中島正志ほか， 1990)，青葉山安山岩・大山

安山岩はそれぞれ13.8Maと14.1Ma（亀裔ほか， 2010)，丹後層は15~13Maに集

中し（例えば，山元・星住， 1988;小滝ほか， 2009)，蝙蝠岳安山岩の基質から

K-Ar年代として14.0Maの放射年代が得られていることから，堆積の終了は14Ma

頃と考えられる中新統としては， これより上位の地層は分布していない．



3.7.3鮮新統

「宮津」地域の鮮新統は椙；篇層（山元・星住 (1988)の経ヶ岬安山岩を改称）

であり，丹後半島にのみ分布する．柱状節理が顕著で，陸上噴火に起源を持つデ

イサイト溶岩 (Ky) を主体とする．下位の下部～中部中新統を切る北北西—南南
東方向の断層を覆う． 3.8Maの全岩K-Ar年代が得られている（山元・星住， 1988).

（辻野匠）

3.8.第四系

「宮津」地域の第四系は次の六群に大別できる． これらとは別に，三方断層西

側の尿月湖底には，約7万年前から現在に至る連続的な年縞堆積物が存在し，高

時間分解能の層序学・年代学・古環境学など多くの面で泄界的に注目されている

(Nakagawa et al., 2012). 

3.8.1.下部更新統

近江盆地北西部には，陸成下部更新統である古脊巻糊層群を構成する喬島層の

百壬各部層 (Yokoyamaet al., 1977) と拐示；伶層 (Ishida and Nakagawa, 

1978)が分布する．白上谷部眉は未固結～半固結の砂及びシルト (Sr)から，ま

た傍示ヶ谷層は著しく風化した礫•砂及びシルト (Bo) から構成される．白土谷
部暦を含む高島暦は，猜奉由ピンク (Ss-Pnk)テフラ（ハラミヨサブクロン：約

102万年前のジルコンFT年代）を挟有する (ltohand Danhara, 2008). 

3.8.2.中部更新統の下部

丹後半島と竺遠竺角地には，堆積面を形成しない礫・シルトからなる陸成の中

部更新統の下部が分布し，籠咎層 (Mt)（京都府編， 2010)，竺h柑層 (Mk)（岡田・

高橋， 1969)，及び能登府屑 (Nt)（北陸第四紀研究グループ， 1968) と呼ばれる．

能登野層に挟有されるテフラは， 68万年前 (FT年代）のテフラと約60万年前の

佐川mテフラに対比可能なテフラである（岡田， 2012).

3.8.3.中部更新統の上部（高位段丘堆積物： th)

高位段丘面を構成する中部更新統の上部は，丹後半島北岸と越前海岸～敦賀半

島では海成堆積物として，また丹後半島とその周辺・丹波高地の由良川流域・野

坂山地西部・近江盆地北西部では河成堆積物として，それぞれ分布する． このう

ち由良川流域のものは厚い河成～沼沢地性堆積物を含み（福間・藤田， 1986)，そ

の堆積物中から矢訂羮葎軽石 (DOP)ないし大山最下部火山灰hpml軽石 (hpml),

阿蘇1テフラ (Aso-1)，加久籐テフラ (Kkt)など， 27万年前～19万年前の降下テ

フラ（二次堆積物を含む）が見られる（加藤ほか，2006).

3.8.4.上部更新統の下部（中位段丘堆積物： tm)

中位段丘面を構成する上部更新統の下部は，丹後半島北岸・小浜湾西部沿岸周

辺・三方断層付近・越前岬周辺では海成中位段丘堆積物として，丹後半島周辺・

丹波高地及び近江盆地北西部では河成中位段丘面として，それぞれ分布する．海

成中位段丘面は，越前岬周辺では3段の段丘面に分化している（山本ほか， 1996)

が，その他では1段のみ認められる中位段丘堆積物ないし被覆層中に，美浜テ
王、べ きすき

フラ（加藤ほか， 2013), 二瓶木次テフラ (SK)，鬼界露鍛テフラ (K-Tz)，阿蘇

4テフラ (Aso-4) ，矢〗倉告テフラ (DKP) などの後期更新世テフラが認められ
ている（山本ほか， 1996).

3.8.5．上部更新世の上部～完新統（低位段丘堆積物： ti, 完新世段丘堆積物： ht)

丹後半島・大島半島・越前岬周辺に断片的な海成完新世段丘堆積物（山本・平

井， 2015) が，また丹後半島・丹波高地・野坂山地・近江盆地北西部の河川沿い

には後期更新世後半～完新世前期の河成段丘堆積物が，それぞれ分布する．耳川

や竹野川などの河成低位段丘堆積物の上郎から給良Tn火山灰 (AT)が報告され

た（京都府編， 1997).

3.8.6.完新統（沖積層： a, 海浜堆積物： b)

沖積層の層厚は国土基本調査の表層地質図など各種資料から，三方断層西側で

20m程度，小浜市の海岸部で30m程度，舞鶴市及び宮津市の海岸部で20m程度と

推定される．海浜堆積物として，厚い砂丘堆積物が丹後半島北岸に認められるほ

か，後背地に花廣岩類が分布する地域では顕著な浜堤ないし砂丘が発達する．

（小松原琢）

4. 資源地質

金属資源
与紺野町茄悦から直在付近には，大江山帯超苦鉄質岩類の風化堆積物中にニッ

ケルの二次宮化帯（含ニッケル粘土）が広く形成され，大江山ニッケル鉱山とし

て開発された（猪木・黒田， 1965)．裔浜町釆朗付近にも同様のニッケル鉱床が

分布し，若狭鉱山などが開発された（広川ほか， 1957)．双方ともニッケルの生

産は主に1940~45年に行われ，その後1950年代まで粘士・蛇紋岩が肥料原料とし

て小規模に採掘された．福知山市大江町佛性寺付近には，大江山帯超苦鉄質岩類

を母岩とする裂鱗充填鉱脈型の銅・クロム鉱床が分布し，河守鉱山として1941年

頃まで稼行した．その他，丹波帯ジュラ系付加複合体のチャートに付随する多く

の小規模なマンガン鉱床や含銅硫化鉄鉱床が試掘・採掘された．

非金属資源

京丹後市網野町付近で海浜砂丘が珪砂として採掘されており，鋳物砂や建材等

に利用されている．小浜市巌磁，若狭町廉自・全芳付近では，丹波帯ジュラ系付

加複合体のチャートから良質な赤白及び青白珪石が炉材珪石として採掘されたが，

現在は終掘している（中江ほか， 2002)．その他陶石・石灰石・雑粘土が小規

模に採掘された．

砕石•砂利

京丹後市から宮津市にかけて分布する宮津花岡岩のマサ士が各所で採掘されて

いる．福知山市大江町芙白丙では夜久野珪長質岩類（桑飼花尚岩）の石英閃緑岩，

由良川沿い及び舞鶴市松尾では下見谷層あるいは舞鶴層群の泥岩や玄武岩，高島

市今津町椋罰及び若狭町薪盛付近では，丹波帯ジュラ系付加複合体の泥岩・

チャートが建設骨材として採掘されている．舞鶴市和紅付近の由良川沿いでは，

川砂の採取が行われているまた，若狭町下吉田では水田が剥士され砂利の採取

が行われている．

燃料資源た

綾部市篇風計・於与辰町，舞鶴市苦炭・恙嵩付近に分布する夜久野層群あるい

は志高層群の泥岩に石炭薄層が付随し，小規模に採掘された（猪木ほか， 1961).

温泉・鉱泉

金原 (1992) によると，温泉は京丹後市から伊根町にかけての海岸沿いに四ヶ

所及び越前町に一ヶ所分布する．そのほか，京丹後市内では網野町網野・丹後町

簡人に，また宮津市由良 舞鶴市小楓，高浜町若蓋若狭町河内・三方・甘尚，

美浜町久々子，越前町夫狐などにもいくつかの温泉・鉱泉が知られている．

（高木哲ー）

5. 重力異常

「宮津」地域を含む重力図として， 20万分の1重力図「京都地域重力図」 （駒澤

ほか， 2014)が出版されている．本地域における重力図の編集にあたり， 「京都

地域重力図」の出版時に用いたデータ及び旧本重カデータベースDVD版」 （産

総研地質調杏総合センター編， 2013) によるデータを統一的に処理・編集した．

本地域の陸域データから計算した上方接続残差の分散が最も小さくなる仮定密度

を探索する手法（駒澤 1995) を用いて表層密度を2.3畝cm3とした．ただし本地

域は海域を多く含む若狭湾においては陸に近い海域部で重力観測が実施されて

いない領域もあるが，陸域と海域での重力値をつなぐように補間して重カコン

ターを表示していることに注意が必要である．

「宮津」地域のブーゲー異常（以下，重力異常）は，大局的には南東城に負の

菫力異常，北西城に向かって正の重力異常の構造が分布する．本地域の重力異常

の特徴を明瞭にし，かつ地質構造との対応を示すために，ブーゲー異常値から上

方2kmの裔さにおけるブーゲー異常を計算した (J::方接続）値を広城トレンドと

して除去した上方接続残差図（第3図）を示すこの地域の陸域中央部で観察さ

れる北東—南西方向の裔重力異常帯は，古期基盤岩類で構成される舞鶴帯の分布
域に相当する特に，高い重力異常は密度の高い夜久野苦鉄質岩類の分布による

ものと考えられる．一方，大江山超苦鉄質岩類を含む大江山帯分布城では，大規

模な高重力異常は観察されない．このことは大江山帯が低角断層で衝上し，深

部には構造が連続しないことに起因するかもしれない．丹後半島先端域で観察さ

れる西方の高重力異常と東方の負の重力異常は，それぞれ玄武岩～安山岩で構成

される下部中新統の八鹿層と，中部中新統の網野附・丹後眉の火山岩相分布域に

対応する． 「宮津」地域南西部に分布する丹波帯ジュラ系付加複合体では，大き

な重力異常はみられないことから，付加複合体を構成する地質で大きな密度差は

無いと考えられる．一方， このジュラ系に貫入する花闘岩類分布域では負の璽カ

異常がみられることから，周囲の付加複合体に比べて花閥岩類の密度が小さいこ

とが示唆される．

（宮川歩夢）
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第3図 2kmの上方接続残差図（コンター間隔は2mgal) 



no. 

(1971) 

25, 211 219. 

文献 （地質図面からの続き）

年代測定結果ー 1 地質調杏所月報， 30,

〗野上裕生 (1962) 舞鶴圏群の屈庁ー舞鶴地帯の屈J杯と
237 340々

（その2)一京都府北桑田郡京北町南部の古生

'(1990)丹波地帯の中・古生界（その 7)ー福井県遠敷郡名田庄村南部の

1型地層群ー．地球科学， 44, 77--90. 

Terakado, Y. and Nohcla, s. (1993) Rb-Sr dating of acidic rocks from the middle四 ofthe Inner Zone of 

soulhwest Ja血ぼ如瓜Cimplications for the migration a the CJ改部奴⑮1DPaleq,;ene igneous activity. 

Chemical Geology, 109, 6四 7.

登坂一彦 (1989)舞鶴市，大浦複合岩体および大浦層の地質と岩石． 日本地質学会第 95年学術

大会講演要旨， 3処
Tsujimori, T. (1999) PetrogenesisoftheFuko臨shigh—pressuremeracumula杞from1heOeyama面 doti杞

bedy，泣曲wesremJa匹 evidencefor Early Paleowic Sll因uctionm虹皿ヰ祉皿Memoirof the Geological 

Society of Japan, oo. 52, 287---302. 
Tsujimari, T. and I臼ya.T. (1999) Blueschist—lacies 皿tamorphism during Paleozoic orogeny in 

southwestern Japan: Phengite K-Ar ages of blueschist-facies tectonic blocks in a serpentinite 
melange beneaJh early Pal匹 oicOeysma ophioli杞． Theis/a叫 Arc, 8, 190-205. 

Tsujimori, T. and Liou, J. G. (2004)泣血ml直 cevolution of kyanite--staurolite-知血g叩dote-run血 加 賑

from the early Pal改 icOeyama be!しSWJaJllll.lournal of Metamorphic Geology, 22, 301---313. 

辻森樹・仁科克ー・石渡明・板谷徹丸 (2000)西南日本内帯大江山地域の普甲峠変成沈積

岩に産する 4-4.4億年藍晶石緑れん石角閃岩．地質学雑誌 106, 646--M9. 
辻野匠 (2019)丹後半島の中新統北但層群の層序と構造日本地質学会第126年学術大会講演

要旨， 433.

塚野善蔵 (1969)15万分の 1福井県地質図及び同説明書．福井県． 117p.

塚野善蔵・三浦静 (1954)福井県丹生山地の新第三系について (ffi―報）．福井大学学芸学部紀要，

第1I部（自然科学）． 4. 1―10. 

A, (1983)応 Ar晦 CSofllik◎ inSouthwcst]a図nG碑如暉叫

誌

「6。

011, 

厖ywords:geologicalmap,1:200,000,Miyazu,SouthwestJapan,0eyamaBelt,MaizuruBelt,Ultra-Taroba
Belt, Taroba Belt, San'in Zone, San'in-Hokuriku Province, Paleowic, Ordovician, Silurian, Devonian, 
Permian, Meso巫c,Triassic,Jurassic, Cretaceous, Cenowic, Paleogene, Paleocene, Neogene, Miocene, 
Pliocene, Quaternary, Pleistocene, Holocene, continental crust, ophiolite, back-arc, island arc, subduction, arc 
magrnatism, terrestrial deposit, terrace deposit, alluvial deposit, active fault, mineral resources, 
Bouguer anonnaly. 

令和 4年8月 10日発行

善作権所有•発行者

国立研究開発法人産も業［す支術終打合研f究：戸斤蜻頂[謡l査浄総合rヒンター
〒305-8567 茨城県つくば市東 1-1-1 中央第 7

https//www.gsj.jp/i nqu i r i es/ 

AIST22-G06139 

Geological Survey of Japan, AIST c 2022 




